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　竹原第３地区は，昭和57年に国重要伝統的建造物群保存地区に選定され，「安芸の小京都」と呼ば
れる「町並み保存地区」があり，貴重な文化遺産が当時のまま生き続ける，情緒ある町です。
　商業化されていない竹原の町並みは，文化と人々の生活が今もなお共存する場所として，訪れる人がふ
るさとの郷愁を感じることができる，どこか落ち着いた静けさと温かさを感じることができる特別な空間です。
　しかし，時代の変化によってこの町にも様 な々壁が立ちはだかりました。若者が市外へ流出し，町並みを
象徴する建築物を守る住民も次第に高齢化し，空き家が増えていきました。脈 と々受け継いできた歴史と文
化をどのように継承するかはこの町にとっての喫緊の課題です。
　そういった中，町並みを活かしたまちづくりを推進するため，平成20年11月に地元３自治会（上市・小路・
楠通）・竹原第３地区社会福祉協議会・地元消防団・NPO法人ネットワーク竹原など，計25の地縁団体
やNPO法人が連携・協力する住民自治組織「竹原第３地区協働のまちづくりネットワーク」を設立しました。

安
心
安
全
部
会

取組項目 よかったこと（成果） 反省すること（課題）

防災資機材の整備 ・発電機やチェンソーなどを整備した。
・整備した資機材の使用訓練を行った。

・ 資機材の点検や紛失防止など管理体制の
整備が必要である。
・ 資機材の内容を充実する。（５年計画で整備）

生活道路の整備

・ 調査を行い，報告（案）・整備（案）を作
成してマップに記入できた。
・大雨・台風・高潮時に見回りを行った。
・カーブミラーを整備した。（１箇所新設）

・今後の進め方をどのようにするのか。
・市など関係機関との協議ができなかった。
　（現地立会で問題点を理解など）

防犯灯の整備

・調査を行い，報告（案）を作成できた。
・役員による見回りが充実した。
・宝くじ助成事業で17灯増設できた。
・消費電力が少ないLED灯に取替した。

・LED灯取替えの経費が負担になる。

防火訓練 ・文化財防火デーの訓練に参加した。
・ 参加する住民が少なく，周知方法に問題が
あった。

交
流
部
会

取組項目 よかったこと（成果） 反省すること（課題）

イベントへの参画
・憧憬の路実行委員会に参画した。
・多くの方がオブジェ製作に参加した。
・オブジェ製作が上達した。

・たまゆらイベントに協力できなかった。

荒廃竹林の整備 ・毎年，２回実施できた。 ・参加する住民が少なかった。

小路水路の清掃 ・水路がきれいになり，臭くなくなった。
・ 参加する住民が少なく，周知方法に問題が
あった。

正月飾りづくり
・ 参加できなかった方にも配ることができ，喜ば
れた。
・正月飾りづくりが上達した。

・ 参加する住民が少なく，周知方法に問題が
あった。

竹アーチ製作
・ 景観がよくなるとともに，水路への転落防止な
ど防犯面にも役立った。

・経費がかかり，年中点灯できなかった。

反省交流会
・ 関係者が一同に集まる機会ができ，有意義で
あった。

・多くの方に参加してもらえなかった。

介護講演会 ・多くの住民が参加し，好評であった。 ・毎年開催できなかった。

ふりかえり

趣　旨

　しかし，時代の変化によってこの町にも様 な々壁が立ちはだかりました。若者が市外へ流出し，町並みを
象徴する建築物を守る住民も次第に高齢化し，空き家が増えていきました。脈 と々受け継いできた歴史と文

　そういった中，町並みを活かしたまちづくりを推進するため，平成20年11月に地元３自治会（上市・小路・
楠通）・竹原第３地区社会福祉協議会・地元消防団・NPO法人ネットワーク竹原など，計25の地縁団体楠通）・竹原第３地区社会福祉協議会・地元消防団・NPO法人ネットワーク竹原など，計25の地縁団体
やNPO法人が連携・協力する住民自治組織「竹原第３地区協働のまちづくりネットワーク」を設立しました。



【目的】
　歴史のある町並みを守り，住みやすい環境づくりを行うことにより，安心して暮らせるまちづくりをめざします。
【年次別活動項目（平成26年度～平成30年度）】

【目的】
　地域資源を生かしながら，世代間の交流を通して，地域の“絆”づくりをめざします。
【年次別活動項目（平成26年度～平成30年度）】

区分 事業内容 目標年度 分類
26 27 28 29 30 地域 協働

防災
防災資機材の活用・管理 ● ○
防災訓練の実施 ● ● ○ ○
土のうづくり ● ● ● ● ● ○

防犯
防犯灯の点検 ● ● ● ● ● ○
子どもの見守り活動 ● ● ● ● ○
地域の見廻り活動 ● ● ● ● ○

環境 生活道路・道路側溝の点検整備 ● ● ● ● ● ○ ○
その他，安心安全に関すること

区分 事業内容 目標年度 分類
26 27 28 29 30 地域 協働

交流

憧憬の路・たまゆらイベントに参画 ● ● ● ● ● ○ ○
荒廃竹林整備 ● ● ● ● ● ○
小路水路清掃（年２回） ● ● ● ● ● ○ ○
竹原西幼稚園に門松の製作 ● ● ● ● ● ○
正月飾りづくり ● ● ● ● ● ○ ○
小路水路へ竹アーチの製作 ● ● ● ○

高齢者
支援

介護に関する講演会 ● ○ ○
交通安全に関する講演会 ● ● ○ ○
向こう三軒両隣の喚起推進 ● ● ○ ○

その他，交流に関すること

安心安全部会

交　流　部　会

平成22年７月　土のうづくり

平成25年12月　正月飾りづくり

平成25年１月　防災訓練

平成25年12月　竹原西幼稚園門松

平成22年５月　子どもの見守り活動

平成22年７月　介護講演会



竹原第３地区の未来に向けて
　「歴史と文化が紡ぎあう地域づくり」をキャッチフレーズにこの５年間頑張ってきました。
　この地域の３地区が垣根を越えて交流し地域のつながりができたことや，自分たちの力により安心して暮
らしていく環境ができたなど成果もありましたが，ひとり暮らし高齢者との交流があまりできなかったことや，
活動への参加が少なく住民への周知不足など課題もありました。
　今後，少子高齢化・人口減少が進行し，地域を取り巻く環境が厳しくなりますが，住民同士が交流し
助け合い，地域と行政とが連携しながら町並みを活かしたまちづくりを推進してまいります。
　引き続き，「歴史と文化が紡ぎあう地域づくり」の実現に向けて，ご理解・ご協力をお願いいたします。

竹原第３地区協働のまちづくりネットワーク　会長　岡田　文夫　　

町並み竹灯りたけはら憧憬の路 水路にかかる竹アーチ 意匠をこらした竹灯り

歴史と文化が紡ぎあう歴史づくり

（防災）
　防災資機材の活用・管理　など
（防犯）
　防犯灯の点検　など
（環境）
　生活道路等の点検整備
その他，安心安全に関すること

竹原第３地区社会福祉協議会，上市自治会，小路自治会，楠通自治会，竹原町女性会，
竹原市消防団第１部３班，老人クラブ（小路区若葉会・上市老人クラブ・楠クラブ），
竹原町並み保存会，民生委員児童委員，NPO法人ネットワーク竹原

（交流）
　イベントへの参画
　正月飾りづくり　など
（高齢者支援）
　介護に関する講演会
　交通安全に関する講演会　など
その他，交流に関すること

（防災）

安心安全部会

（交流）

交　流　部　会

竹原第３地区協働のまちづくりネットワーク


